災い転じて福に

さいか光夫のとびある記（十）
二〇〇五年一月
さいか光夫発行

１　災い転じて福に

ひとごとではない台風震災被害　
台風２３号の被害は、いかがでしたでしょうか。

日方川、亀の川、いま一歩のあやういところでした。みぞがあふれて道路との境界がわからなくなったところは多いようです。

テレビの雨量報道を見ると、紀伊半島は和歌山側は黄色い柱、三重側は真っ赤な柱で示されていました。雨は少なかったのです。激しかった雨が中断せずにもう一時間つづいていたら、どうなっていたかわかりません。

つづいておこった新潟方面の大地震。二日間も野宿をするという報道です。心が痛みます。何かしてあげたいが、何ができるのか。共産党議員団として募金活動に取り組むことにしました。

「読者ニュース九〇」　二〇〇四年十月三一日

台風二三号・その日
　十月二〇日、台風二三号が襲来。その日は、県議会では決算委員会でした。四時前に台風の大雨の中、帰宅。インターネットの県ホームページで「河川情報」を見ると、日方川の水位が警戒水位を超えています。
日方川は警戒水位・若い土木課の職員さん
　
早速長靴をはき、カッパを着て、でかけました。私の軽の愛車は風にゆられます。でも雨はやんできました。

　日方小学校の近くにくると、小さい消防自動車もきていて、市の職員が警戒してくれています。「ご苦労さま。今日、土木課は総出でしょうね」と声をかけます。

「警戒水位を超えているが、見守るしかありません」とのこと。「みつや君（私の息子）元気ですか。同級生で一緒に野球しました。」とか。近所の方も心配して見守っています。川の水は、橋の高さに近づいていました。　　　

車を海南第二中学校の方に走らせました。ここも水位は相当あがっていました。
阪井・下河原であやうく飛ばされそうに
　
県議会でとりあげた阪井の下河原が心配になって、そちらに向かいます。雨が激しくなってきます。区長の江原さんのお宅の前に車を止めて、川を見にいきました。この川には、小さい堰があるので、堰の上は、ぎりぎりまで水がくるのです。風雨が激しく、橋の上でとばされそう。近所にお見舞いに寄りたい家も多いし、溝の口にも別所にもいきたいが、これでは無理と判断し亀川に回りました。
　岡田の冠水・県の職員さん、ごくろうさま
且来から岡田にはいったところで、大雨の中で交通規制をしています。「なんですか」と窓を開けると、県工事事務所の職員の方です。「この先、道路が冠水しているので、できるだけまわってもらっているんです」とおっしゃいます。　　

　私は、車を降りて、職員のみなさんをねぎらいました。台風の中の交通規制、大変です。海南工事事務所のみなさん、ごくろうさま。

　丁度そのころ、幡川議員は、道路の反対側、室山・岡田の間を見回っていたという話をあとから聞きました。
排水モーターはきちんと操作されていた　
　
帰りに、ウイスイミングスクールの前を通ります。心配そうに係留した船をみている方もいます。この前の台風で浸水した場所があります。

　雨戸に板をうちつけて台風に備えている家の前で、声をかけました。「今度は水は来てませんか？」いまは大丈夫なようです。「こんどはちゃんと排水モーターを回してくれたんですね」と申し上げました。

　この前の台風でお見舞いに行ったときは昼間だったので、お会いしたのはお年寄りの方ばかりでしたが、このとき、車の中から声をかけさせていただいた方は、若くてスタイルのよい女性の方でした。

「読者ニュース九〇」　二〇〇四年十月三一日

被害はありませんでしたか

減らされた河川改修予算
またも台風。二二号。「強い台風」から「一〇年間で一番強い台風」と報道が変わり緊張が走りました。

今年の台風の日本上陸は九つ目。被害が大きかったのは、六月台風のモモ被害。その後は微妙に和歌山をそれるので、全国とくらべれば被害が少ないのですが、それでも浸水や竜巻の被害がありました。もしもこれが、海南市を直撃していたらと思うと、ぞっとします。

そんな中、県の河川改修予算は、大幅に減らされているという問題を、九月県会で指摘しました。

「読者ニュース八八」　二〇〇四年十月十七日

新潟中越震災救援に

松坂県議・みかんトラックで　
海南海草議員団も商店街での義捐金カンパにとりくみ、４万８４３８円が集まりました。ありがとうございました。

私が中国に言っている間に、同僚の松坂県議（有田）が、中越救援に行ってくれました。有田の松坂議員だけに義捐金とともに、１，６トンのみかんを積んでいったのです。
  ｢徹夜で走って、そのままボランティア活動はきつかった。被災者のみなさんの自立を助けるために、本当に必要なものをお聞きしてお届けする活動を手伝いました。みかんはよろこばれました｣と松坂県議。県議団会議で拍手で奮闘をたたえました。

「読者ニュース九三」　二〇〇四年十一月二一日

季節はずれの大雨だけが
原因なの？

床上浸水５戸、床下浸水２５１戸の被害。

４日深夜から５日早朝にかけての暴風雨で、特に船尾地区床上浸水４戸床下浸水１０８戸、日方地区　床上浸水１戸床下浸水５２戸内海地区　床下浸水７３戸など低地帯に被害が集中しました。被害にあわれたみなさんに心からお見舞い申し上げます。

海南市は低地対策としてポンプ整備などに力を入れてきましたが、今回は役に立たなかったのです。

一時間の雨量が５４ミリというはげしい雨で排水溝やポンプの働きが、想定をこえた雨だったのが原因だと市当局は言いますが、私は都市下水溝の整備を市は進めるべきだと思います。

当面近所の排水溝の掃除でお困りのみなさん、共産党の生活相談所と各議員もお手伝い出来ます。御一報下さい。

　　　　　　　　　　　　　　（市会議員　はたがわ文彦）
「読者ニュース九七」　二〇〇四年十二月十九日

災い転じて福に

公募による〇四年「今年の漢字」は、「災」です。なぜかといえば、台風が１０本も、新潟の地震、相次ぐ凶悪犯罪、拡大するイラク戦争……。アテネ五輪の輝かしい話題がかすんでしまいました。
　〇四年は、世代別に見ると子どもや若者が受難の年であったと思う。子どもへの虐待・誘拐、青年は「ニート」層の増加。しかも、ある政治家は、フリーターがイラクに二．三日行ってくれば鍛えられて……と述べたり、子どもの被害もおさまりません。

今、温暖化現象が叫ばれ、緑の地球を守れと砂漠や禿山に植林をする事が広がりつつあると聞いています。その上、木を植えることで川も海もよみがえります。

　子ども・若者に管理や統制を強めて鍛え直そうとする発想は下の下です。人も木も同じで１本では森林になりません。人も仲間の中で良い環境の下育ちます。その環境づくりは政治の仕事です。

「災い、転じて福となす」。災いは幸いの糸口ともいいます。そんな年になるよう今年(来年)もがんばりますのでよろしく。

市会議員　河野　敬二
２　海南市は文化の町

今年も力作ぞろい海南市美術展

　１０月２日は、海南市美術展開幕と表彰式でした。
　「洋画・デザイン・彫塑」「日本画」「書道」「写真」「工芸・手芸」の５部門で、知事賞、市長賞、議長賞から奨励賞まで５２人の方が受賞されました。

　表彰式で、各部門の審査員が「講評」されるのも、それぞれ味があって興味あるものでした。「洋画・デザイン・彫塑」部門の審査員である坂口卓平さんは、会場内で受賞作品を審査した観点など解説されておられましたが、いいことですね。出品した二つの作品のうちどうしてこちらを選んだのかなど、みなさんにいい勉強になったことでしょう。「講評」に聞き入る受賞者がいっそう輝いて見えました。

　「去年は知事賞だったけど今年は教育長賞だった」というＴさん。いつも知事賞を独占してはいけません。

「読者ニュース八七」　二〇〇四年十月十日
　
無門塾・貴志川線・野鉄

　
保健福祉ｾﾝﾀｰでの無門塾の写真展を見せていただきました。
　紀州鉄道をおいかけたシリーズが面白い。半分は廃線になって、線路の上が植木鉢の置き場になっている。残された線路を守っていきたい。

　いま、県議会では「貴志川線を守れ」という超党派の議員連盟ができている。私も役員の末席に名をつらねている。

　野鉄廃線に反対したころは、そうはならなかった。共産党だけでなく多くの無党派の方がそれに協力したけれど、超党派の議員連盟ができるということにはならなかった。

　時代を経て、後世のために何を残さなくてはならないのか、みんなの共通の思いになってきている。「遅すぎた」と言わなくてもいいように大事なものを守っていきたい。

「読者ニュース九四」　二〇〇四年十一月二八日

黒江の歴史と鳥居で見つかった木簡　中尾都山の尺八の発見も

　十月十一日は、市民総合体育祭。ムカデ競争にでたあと、黒江の伝統産業会館にまわりました。

　鳥居の民家で黒江漆器のお盆の材料が、美濃の国から送られてきたことを示す木簡が発見されたのです。平岡さん・保田さんなど郷土史の研究者の尽力で、講演会が開かれました。

講演にさきだって尺八と三味線で民謡が披露されました。川端通りで黒江の伝統を語り継いでおられる武田さんが言われます。「中尾都山の尺八が黒江で見つかったんです。紀光さんが、『黒江の民家にある』と書き残していたので探したのです」とのこと。

　主催者から、突然「せっかくだから挨拶を」といっていただいたので、平岡さんたちへのお礼とともに、海南市・黒江が文化・芸能のまちであることをお話しし、尺八のことを紹介させていただきました。

　十二月には、みつかった尺八をつかって演奏会が開かれるということです。

「読者ニュース八九」　二〇〇四年十月二四日

郷土が生んだ芸能公演会
　実に楽しいもようしでした。

　尺八など海南ゆかりの歌、漫画実演、腹話術、……そのあとの落語と浪曲まで聞けなかったのが残念。

　父・雑賀紀光の書き残したものから、「尺八の名手・中尾都山の尺八が民家から見つかったので、その演奏会にぜひ」というご案内をいただいて、のぞかせていただきました。

海南市の出身でこんな多彩な芸能人がおられたのですね。漫画家のいわみせいじさんの似顔絵。みごとでした。千田やすしさんの腹話術。噴き出しながら聞きました。腹話術で人形との輪唱（絶対できないもの）をやってみせるなんて、ようやる。

　海南文化協会の主催です。会長の花畑さんの挨拶で「一番歴史のある文化教会」とのこと。しかし、歴史とともに創意性・若々しさを感じました。

「読者ニュース九六」　二〇〇四年十二月十二日

秋晴れの下、

文化・スポーツ・健康・人権
　
１１月２４日は、行事がいっぱい。和歌山ではジャズマラソン。河野議員と林さん（共産党の役員さん）が走るという。（林さんは総合２３位．入賞とか）

　あじさいハイキングﾞで海南駅に妻をおくると、下津町長がいらっしゃる。「下津わくわくハイキング」なのです。

　「元気市」から「健康まつり」、「人権フェスタ」の展示へとまわりました。健康まつりでは、ボランティア協会の女性の方から、「ジャコはいかが」といわれて、今夜のお酒のアテを。保健福祉センターにまわると「お酒の害」の啓発をしていらっしゃる。横目に見て通り過ぎようとしたら、「まあアンケート（自己診断）書いてみたら」といわれていただいてきたが、書くのがこわい。

　そのあと、松尾信春先生の水墨画展（ギャラリー和歌）を見せていただきました。心のおちつくような作品です。

　温山荘では園遊会。菊花展もはじまりました。前日のコンサートには、別の会合があって参加できずに残念でした。

「読者ニュース九〇」　二〇〇四年十月三一日

「うたごえ祭典in沖縄」と海南

１１月２０日から２３日まで、沖縄で「うたごえ祭典」が開かれました。海南市から何人もが参加。そこで発表され、高い評価を得たのがわかやま煙樹ヶ浜合唱団の「海を守れ浜を守れ」という歌だったそうです。その作詞は浜波薫さん（本名・中北浩二）、作曲は佐古雅也さん。ともに海南市在住です。

　ちなみに、わたしにかかわった集会でもよく歌っていただく「めぐりくる春に」という歌も、このお二人の作品です。

　やはり海南市は、文化・芸能の町ですね。

「読者ニュース九七」　二〇〇四年十二月十九日

海南駅で日中友好絵画展
木村知事も大きな関心

海南駅・かいぶつ君で、中国からあずかってきた蘇州市・新城花園小学校の児童画展が開かれました。四日の開会式には、神出市長、宮本市議会議長ほか、教育委員会・文化協会代表が参加してテープカットがおこなわれました。

六日には、雑賀、中山、幡川、岩本など訪中団メンバー、橋爪日中友好協会県連会長などが県知事室を訪ね、和歌浦とゆかりの深い杭州市を訪問して交流のよびかけをしたことなどを報告しました。

木村知事は、和歌浦の観光交流にも絵画交流にもおおいに関心を示し、和歌浦で南方熊楠と旧交をあたためた孫文について「孫文は現代中国で本当に尊敬されてるんですね」など語りました。　
「読者ニュース九七」　二〇〇四年十二月十九日

元気な中国の子どもたち
十一月四日から九日まで、蘇州、桂林、杭州を訪問しました。海南市の各界から十三名参加した第三次訪中団です。

蘇州市では、新城花園小学校を訪問し、相互に子どもたちの絵を百点ほど交換しました。中国の子どもたちの絵は、近く展示会を開く予定です。新城花園小学校は、七年前に創立されたそうで、中国の経済発展にともなう新しい住宅街の一角にあります。

授業も参観しました。ミツバチが蜜を集める様子を勉強しているのがわかります。先生の問いかけに応えて次々と手を上げる様子には元気があるなと感心しました。女性の校長をはじめ先生方の熱意が感じられる授業ぶりでした。

「熱烈歓迎」などお国振りがうかがわれる訪問の旅でした。二年前の南京市との児童画交換につづく国際交流になりました。

はたがわ文彦（海南市会議員）

「読者ニュース九三」　二〇〇四年十一月二一日

県展知事賞・ふるさと名人など　　　

海南海草地方でがんばっているみなさんを紹介します。

· ふるさと名人・紀の人賞

福岡平作さん（木工芸品名人）　　　　　　　美里町毛原

大峰　登さん（熊野古道・万葉語り部）　　下津町方

　◎　県展知事賞

田原暎子さん（洋画の部）　　　　　　　　　　海南市溝の口

　◎　食品衛生厚生大臣表彰　　　　　　　　　　　　　　　

　前田洋三さん（海南海草食品衛生協会副会長）

· 食品衛生模範施設知事賞

　　　　初音（大川幹二さん）　　　　　　　　　　　海南市船尾
　　　　　「読者ニュース九五」　二〇〇四年十二月五日

３　教育を守ろう

大成高校を守ったのは
高校生諸君だ。

　「11日の大成高校80周年式典で挨拶を」と依頼を受けました。大きな運動で募集停止から守られた大成高校80周年式典。どんなあいさつがでるか楽しみです。

私は、地域のみなさんが語る大成高校の評判「ようがんばってる。茶髪もあれば、かくれてタバコをすうのもいるが、かわいい。ようなってきてる」という声を紹介して、「生徒諸君ががんばっているから、大成高校を残そうという運動に共感が広がったんだ」というあいさつを準備して、いま、ホームページ『雑賀の実験室』に掲載。みなさんのご意見（パブリックコメント）をいただいているところです。

http://www.naxnet.or.jp/~saikam/ （雑賀の実験室）

「読者ニュース九二」　二〇〇四年十一月十四日

少年の夢こわす高校募集停止
投稿・赤旗読者ニュース御中

隣の四国では、野球の好きな少年の夢を実現しようと四国リーグが実現しようとしています。しかし和歌山では、反対に少年の夢をぶちこわす出来事がおこなわれています。

先日新聞等で発表された「高校整備」のことです。

来年度の募集を停止し、他の学校と統合{廃校}するものです。

この事実を知っていながら、なんら説明もせず、新年度入学制に対して、入学体験会を開催しました。

胸をときめかした体験会に参加した生徒は、三日後新聞に発表された記事を目にして、ガクゼンとします。

募集もしないのに体験会を開き、子どもの心・夢・希望を踏みにじる学校、学校責任者。

教育者として、あまりにも無神経で、教育者としての資質を疑わざるをえません。どう思いますか、読者のみなさんは。

一読者

　　小規模では得られない大規模校としての「活力」をつけるという切捨て反対。学びの場を奪うな。

………………

ほんとに怒りの気持ちがよく伝わる投稿ありがとうございます。私も怒りでいっぱいです。

でも、先日大成高校にお伺いして校長に申し上げました。「募集停止をどこにももらすなと言われておられた校長さんは、悩まれたでしょうね。つらかったでしょうね。」と。（さいか）
「読者ニュース八七」　二〇〇四年十月十日

文教委員会視察から①
　１０月５日から７日、県議会文教委員会の県内外視察がありました。県内視察は青陵高校・向陽中学高校です。

青陵高校は、昼間定時制で単位制をとっています。「定時制」というのは、一日の授業は４時間で、４年間かけて卒業するものですが、青陵高校では、希望者には午後も特別講座を持ち、３年間で単位をとって卒業する生徒も多いといいます。

　「私は教職員組合の役員をしていたころ、単位制高校というものに批判をもっていた時期がありました。けれども実情をみると不登校だった子どもたちに暖かい学校になっているのです。方針を改めたという話を小関教育長にお話ししたことがあります」

　夕食のとき自民党の議員の方がいわれました。「さいかさんがあんな発言したのにびっくりした。見直した」と。

　間違っていたときは、ごまかしせずに改めて、そのことを隠さず公表する。教育委員会にも見習って欲しいと思って申し上げたのです

この視察中に教育委員会は「大成高校は来年も生徒募集する。その後のことは、白紙撤回ではないが、時間をかけて検討する」と表明しました。

「読者ニュース八八」　二〇〇四年十月十七日

　文教委員会視察から②
裏目に出た県教委のメニュー

　
文教委員会視察第二日は、福岡県にいきました。ここでのメインは、中高一貫校視察です。議会文教委員会の視察といっても、メニューは教育委員会で用意するのです。「中高一貫の学校を増やす」と知事も教育委員会もいっていますから、視察でも中高一貫の学校をみせるわけです。

　福岡県には３つの中高一貫の学校があります。そのひとつ、黒木高校というのがあって、そこに県立中学校がスタートしたのです。説明を聞いていると和歌山県の向陽中学校とは違うように思いましたので質問しました。

　「中高一貫の学校というのは、進学エリート校をめざすものと、受験生が少なくなっている高校の生き残りをめざすものがあると思うのですが、どっちなんでしょうか」すると「あとの方のタイプです」という答えが返ってきました。

　視察した委員のメンバーが、帰り道で口々にいいました。「大成高校もこの方法で残せるじゃないか」と。

　私は、義務教育に二つのコースをもちこむことになる中高一貫校というのを増やすことには疑問がありますからどうかなとも思いますが、「中高一貫エリート校」をふやすために企画した視察は、裏目に出たようです。

「読者ニュース八九」　二〇〇四年十月二四日
「子ほめ条例」って　？

子どもが被害者や加害者になる事件が相次ぐ中、地域全体で子どもを守り育てていくためにどうしたらよいかと「全国子どもをほめよう研究会」が結成されました。（〇一年、学者・自治体関係者らで結成）

学校でほめられないような部分を見つけて地域ぐるみでほめようという取り組みで、全国十四の市町村が「子ほめ条例」を制定し、自治体や自治会で「子ども賞」を手渡しています。

ほめることは大変むづかしく、一人ひとりを真剣に見つけなければできません。日ごろ少年サッカーで怒鳴っている私にとっては、本当にそう思います。

私もこの研究会に参加させていただいて勉強せねばと…。

河野　敬二（海南市会議員）

「読者ニュース八九」　二〇〇四年十月二四日

名手滋子さん（日方）
県教育委員に
九月県議会で、海南市にお住まいの名手滋子さんが県教育委員に選任されました。

名手さんは、若いころからガールスカウト一筋で活躍されてこられた方。平成７年からは、海南市青少年育成市民会議にもかかわられ、平成１４年からは、県社会教育委員もつとめてこられました。

今議会では、高校再編問題で大揺れし、教育長の独断専行と批判が出た教育行政に、子どもは保護者からの風を吹き込んでいただけることが期待されます。

また、大岡淳人氏（名高・オカジ紙業株式会社）が、県公安委員に再任命されました。大岡氏は、公安委員会委員長三期目です。

「読者ニュース八七」　二〇〇四年十月十日

４　くらしを守って

税務相談を受けました。

町がみかん畑を公共用地として購入するのに、土地所有者の父親と耕作している息子に、それぞれ土地と立木補償を払おうとしました。ところが税務署の担当官は町の担当者に「みかんの木は土地に付いたものだから土地の価格に含まれる。二人に払うと贈与税がかかりますよ。」と説明したそうです。

　いかにもおかしいので和歌山会計事務所に相談すると、すぐに福森先生が対応して海南税務署と交渉してくれました。すると「そういうことであれば」とすぐに認めてくれたそうです。また町のほうにも税務署から電話があり「土地と、立木補償は、所有者が別だと認められます。」となりました。

　その後もいろいろあったのですが、やっと海南税務署は二人に払うことを認めました。海南税務署の担当官は町の職員に「このことは、みなに広めないようにして欲しい。」と言ったそうです。これには町の職員もあきれていました。

　　　　　　　　　　　　　はしづめ光一（下津町会議員）

「読者ニュース九〇」　二〇〇四年十月三一日

駐在さんに手を引いてもらって
お年寄りの生活調査より①
　
いま、仲間のみなさんと海南市の産業や福祉の調査活動をしています。お年寄りのおられる家庭を「訪問・聞き取り」することにしました。

　一人暮らしの８５歳のおばあちゃんを訪問しました。生まれたときからここに住んでいるというおばあちゃんです。骨折して立ち上がるのに苦労しますが、がんばって自分でも買い物にいきます。

　お酒とジュースを店に並べています。店を開くのは「わしゃ今日も元気だよ」というご近所へのメッセージです。近所の人たちと仲よしです。

　「駐在に手を引いてもらって帰ってきたら、『おばあちゃん、悪いことしたんか』と言う近所の子どもがいたので『お前らもちっとは年寄りの手を引いてくれよ』と言ってやった。」とか。

　ご主人はミンダナオ島で戦死。子どもさんは生まれて１３日でなくなったとか。「ご主人は」と聞かれると、「子どもをつれて西国へ行った。」と言われるそうです。「遺骨が帰ってこないから再婚しない」と一人できたといわれます。

「読者ニュース九一」　二〇〇四年十一月七日

船尾・溝の口　６０軒訪問

お年寄りの生活調査より②
　
１１月２日、お年寄りの生活調査をおこないました。一人暮らし、二人暮らしのお年寄りを、選挙管理委員会の有権者名簿でひろったのです。

　和歌山大学の金川先生が、アンケートを作成して下さり、　船尾・溝の口（どこでもよかった）それぞれ６０軒に郵送しておきました。

　お年寄りの訪問ですから、「オレオレ詐欺」とまちがわれないかと心配です。そこで、海南市の社会福祉大会で挨拶させていただいた折、この計画を紹介しておきました。

　調査の当日は、２０人をこえる調査ボランティアが参加してくれました。とくにうれしかったのは、高校を卒業したばかりの若い女の子が参加して、おばあちゃんたちの思いを聞き取ってくれたことです。

「読者ニュース九二」　二〇〇四年十一月十四日

熊は山の神様
最近、熊が出没し危害を加えたというニュースをよく見ます。

　環境の悪化で腹をすかし、エサを求めて人家の近くに出てくるといわれます。

　もうひとつは、熊と人間の縄張りの問題が指摘されています。

　家庭の燃料がガスや石油に変わり、人家の近くにある里山がうっそうとした森になってしまい、熊の縄張りが増えました。また、昔は家のあるところには、子どもたちがキャーキャーと遊びまわり、熊に人の縄張りを知らしていました。

　だから、山村に若い人が住み、自然と共生することが必要です。

　しかし、そんなとき国がやっていることは、山村から人を追い出す政策、市町村合併の強行を続けています。山の神様と崇められた熊が、無残に殺されている姿をテレビで見るたび複雑な気持ちになります。
　　　　　　　　　　　　美濃よしかず（美里町会議員）

「読者ニュース九一」　二〇〇四年十一月七日

関電の無責任さに《ア然》　　　　

重七月五日、市議会最終日・関電が検査データを勝手に書き換えた問題で、会社から説明がありました。関電は「社会に対してウソをついたもので、厳しく反省しています」と謝ってみたものの、過去二回の海南発電所で大爆発をおこしたことの反省などはなし。自ら定めた基準への重大な違反五件を含めて、ミスは海南発電所だけで五百十八件とは…。

利益追求第一で、人を減らし、検査基準は守らなくて当たり前では、三菱自動車のこともあり、大企業の社会的責任はどうしたのかと私を含めて議員から鋭い追及があったのは当然のことでしょう。

安全基準と公害対策はきっちり守り、むやみに働くも人の首を切るなといいたい。

　今後とも議会として監視を強めなくてはならないと感ずるしだいです

　　　　　　　　　　　　はたがわ文彦（海南市会議員）

「読者ニュース九二」　二〇〇四年十一月十四日

５　元気で住みよい町に

竹炭で村おこし町おこし
私の住んでいる地域は、昔は竹カゴを作るのがさかんな地域で、竹カゴを普及した方の名前のお宮があるぐらい、カゴつくりがさかんでしたが、今はビニール製品に取って代わられカゴつくりはされていません。

しかし、竹を使わないので竹薮は昔より増えるばかりで、何とかしようと今回竹炭つくりに、初挑戦をしたわけであります。色々と試行錯誤しながら何とか竹炭つくりに成功しました。

竹炭をいかに有効に活用（販売）するかが今後の課題です。

誰かいい知恵を貸してください、よろしくお願いします。

下津町会議員　中井　富美夫
近畿の活性化は観光から
　　

近畿の府県会議員があつまって、フォーラムが開かれました。テーマは「経済活性化…観光振興を素材にして」というものでした。
　１０年前にこのテーマをとりあげたら、和歌山県の保守の議員さんたちは「燦黒潮リゾート構想」一色だったでしょう。海南市でも山を削って大きなゴルフ場をつくる計画がありました。

　いまは「祈りの道…熊野･高野世界遺産」一色です。「燦黒潮リゾート構想」がすすめられていたら、世界遺産などに指定される前に破壊されてしまっていたでしょう。

　近畿の議員が超党派であつまって、「自然を守り文化遺産をまもって近畿を活性化させよう」と語りあうのですから、面白いものです。

「読者ニュース九四」　二〇〇四年十一月二八日

元気いっぱい「元気まつり」
１２月１２日、旧ジャスコ前に人があふれました。元気市３周年の「元気まつり」です。私も、朝はやくから、あじさいの会のバザーの品物を運ぶのを手伝いました。

開会式は民商太鼓で始まり、神出海南市長も来賓のあいさつ。私も商店街の役員さんや市商工部長と一緒に来賓として紹介いただきました。　
舞台では、大成高校軽音楽部の演奏、シャンソン歌手の堀田佐知子さん、童謡を歌う会など。一方では、お餅をついてみなさんにおくばりする企画も。

あじさいの会のメンバーはもみじ色のハッピ姿。バザーは、山のような人だかりです。

商店街と海南市の活性化をめざしてつづけられてきた元気市。安く楽しく買い物ができると市民のみなさんに定着したなと感じました。

郵便局は　　　　９月県会
もっとも身近なサービス拠点

県議会で意見書が採択。意見書は、「高齢化率が２２，８％と高く山間僻地が多い本県においても、５０市町村３１８局の郵便局は、地域住民にとってもっとも身近な公共サービス拠点であり、地域にとっては主要金融機関の役割や高齢者世帯の生活状況把握など、地域のインフラとしての機能を果たしている」と述べています。

また、「市町村合併等、行政改革がすすみ、地域から公的機関が撤退となれば、行政サービスの低下は免れず、より効果的な地域住民のセーフティネットが不可欠になる」ともしています。

この意見書は、公明党をのぞく全会派の賛成で内閣総理大臣、郵政民営化担当大臣などに送られました。
「読者ニュース八八」　二〇〇四年十月十七日

三代目郵便局長さんの心意気
亀川郵便局駐車場の隅にかわいらしい風車が回っています。
局長さんにおききすると、ソーラーパネルもつけた「家庭用風力・太陽光ハイブリッド発電システム」というもので、これで三ヶ所の電灯の電源として利用しているとのことです。

地域の人々にいっそう親しんでもらえる郵便局作りにエコロジーを取り入れたら素晴らしいのではと考えたことがきっかけのようです。

いま、小泉内閣がすすめている「郵政民営化」は、郵便局を採算性・効率性の郵便局に変えてしまうものです。このような郵便局では、亀川郵便局長さんのような考えは生まれません。

いま、国民が国政に求めているのは、年金・福祉の充実や景気対策です（「朝日」九月二九日世論調査）

海南市議会で、小泉内閣の郵政民営化に「慎重かつ十分な審議を強く要望する」との意見書を前回一致で可決しました。

みなさんと力を合わせて郵政事業を民営化させないためにがんばります。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　上田ひろし（海南市会議員）　

「読者ニュース八七」　二〇〇四年十月十日
阪井バイパスの早期実現を

　
１１月１７日、阪井バイパスについての海南市都市計画審議会が開かれました。

委員のみなさんから、「地元の住民から意見書がだされているが、出された意見ついての見解を聞かせて欲しい」

「国土交通省は、事前に複数の案を示して住民の意見を聞けといっているが、県のやりかたはおかしいのではないか」など意見が出されました。

「阪井バイパスを早く実現するためにも、地域住民とよく話し合うことが大事だ」という立場からの意見です。

海南市の動脈を通すために、押し付けでない行政が求められます。次回の審議会は、２４日に開かれます。

「読者ニュース九四」　二〇〇四年十一月二八日

日方川南側立ち退き跡利用
市道拡幅をしては
さいか光夫のハチャメチャ提案③

旧野鉄駅前から海南二中に向かう道路、日方川改修のために立ち退きされて、空き地ができています。荒地のままでは見苦しいと・ご近所の方がひまわりの花をうえています。
　この広場は、日方川改修計画では、緑地公園のようなものになるのです。でも川の改修は、川下から。ここまで工事が進むのは、十数年後といいます。

　せっかくの立ち退きあとを、あと十年も荒地のままにしておくのか。緑地公園だけ先にやってもいいのです。

　　ところで、その前の道路が狭く、車の対向に苦労しています。２メートルだけでもいいから、県から市へ土地をゆずってもらって、道路を広げたらどうだろう。

　県と市の担当者に、提案をしています。
「読者ニュース八七」　二〇〇四年十月十日

６　平和と民主主義を守って

「９条の会」アピールに賛同を

「海南海草の会」（準）ホームページ

有志数人が教育会館にあつまり、大江健三郎さんなどの「９条の会」アピールへの賛同者を募る運動ができないものかと話し合われたそうです。

「賛同者で名前を公表していい人は、ホームページに並べていくんだ」とか。現代風の運動の進め方です。

さっそく、そのホームページ（まだ準備中ですが）にアクセスして、私（さいか）も賛同者として登録いただきました。

海南海草９条の会準備会
　http://www.ikora.net/~kenpou-9jo/
「読者ニュース九一」　二〇〇四年十一月七日

武力とテロ・憎しみの

悪循環を断ち切る「憲法９条」

９月県会で「９条の会」アピールをとりあげた。

ロシアでの人質事件、アメリカでの９・１１同時多発テロ。どうした軍事超大国が、自国の国民の命を守れないのか。大切なのは「憎しみの悪循環」を断ち切ること。それを世界に示したのが、憲法９条。「９条の会」アピールに知事の感想は？（さいか）

「戦争を体験した、この国の泰斗の方々が叡智を集められて発表されたもので、中身は非常に立派なものだとおもいます。」（木村知事）

ただ、このあと「ものすごく難しい問題もあって、私自身も非常に悩んでおり……」(知事)とのこと。
「読者ニュース八七」　二〇〇四年十月十日

う回献金・朝日新聞でうらづけ　

志位委員長の国会追及
１０月１８日、朝日新聞のトップ記事、「日歯連」の政治献金が、自民党事務局を通じて、関係議員への個人献金になっていることが報道されています。

日本共産党・志位委員長が、衆議院代表質問で追及した問題を、朝日新聞がやっととりあげたのです。（裏につづく）

「朝日新聞」１０月１８日朝刊トップは「正規献金装い領収書」「６議員へ８０００万円分提供」となっています。

志位委員長は、代表質問で「年間五億円前後にのぼる日歯連から国民政治協会への献金の大半が、受取先の議員名を指定したものであり、自民党本部を経由して各議員に流れる「迂回（うかい）献金」だったという疑惑が広く指摘されています。「迂回献金」は、政治家個人への献金を禁止した政治資金規正法に反する脱法行為であり、資金のわいろ性を隠すためのきわめて悪質な手口であります。」と追及しました。（１３日の「赤旗」に報道）

「朝日新聞」の報道は、志位委員長の質問を後追いし、うらづけたものです。
「読者ニュース八九」　二〇〇四年十月二四日

合併問題は町民の利益を守り、

町民の意思を尊重する立場で　　　

野上町議会が十日からはじまっていますが、今議会では美里町との合併を議決することになっています。

これまでに合併協議会において、くらしにかかわる大切なことが決定もしくは先送りされています。これらの結果を踏まえて、最終的な判断は町民のみなさんが下すべきです。

しかしながら野上町長は住民投票で合併の是非を問う考えはありません。せめて町民の思いを私の議員提案という形で今議会に提出しました。

一人でも多くの議員の賛同がえられるよう、最大限力を尽くすとともに、最後まで町民の立場を貫いていきたいと思います。

林　博行（野上町会議員）

「読者ニュース九六」　二〇〇四年十二月十二日

美里町民は立派だった
またも恥ずかしい事件が和歌山から発信されました。
　美里町で、「合併は住民投票で」という署名をした町民に、町長の指示で町幹部が電話を入れたという事件です。

「美濃さんと親しいから署名したのか」「自分の考えで署名したのか」などです。しかも抗議を受けた町の幹部は、なぜ抗議されるのか理解できなかったというのです。

　でも美里町民のみなさんは立派でした。電話を受けて反論した方、自分で町に抗議に行った人、抗議が殺到しました。町幹部の中にも「これはおかしい」と電話しなかった方もおられたようです。

　町長は遅れていても、美里でも人権意識と民主主義は根付いています。
「読者ニュース九七」　二〇〇四年十二月十九日

７　そのほか

日本人の木の植え方は
　
１１月１１日、大成高校８０周年で挨拶。その帰り道、野上中で工事中のところにたちよりました。側溝の上に道を広げる工事を今年やることになっていました。

　工事を担当される建設会社の社長さんもきておられ、前の家のご主人が「まああがっていきませんか」といわれるので、一緒にお茶をいただきました。

　社長さんから建設業界のことや人生哲学などいろいろうかがって勉強になりました。

　「日本人は、いろいろまがった木でも、大事にして植え替え、その曲がった木を生かそうとするでしょう。アメリカ人だったら邪魔になったら切ってしまうでしょうね。この考え方が大事だと思うのです」

「読者ニュース九三」　二〇〇四年十一月二一日

ありがとう、一六〇〇件のご訪問

　
岡よしあきのホームページ『人･街･元気ふる里づくり』が一年間で一六〇〇件のご訪問をいただきました。

　私のホームページのメールから行政質問や生活相談も数多く寄せられています。医療費のことや、道路整備、教育など、色々なご相談ありがとうございました。今後も引きつづきご利用いただければと思っています。また川柳コーナーなども新設し、楽しく利用していただけるよう工夫したいと思っています。

※ホームページへのアクセスは、ヤフー検索「岡よしあき」で見られます。

　市会議員　岡　よしあき

「読者ニュース九二」　二〇〇四年十一月十四日
読者ニュースも
まもなく１００号

旧年中はお世話になりました

新しい年もよろしくおねがいします
「読者ニュース」のスタートは２年前のお正月。県会議員選挙の投票日（４月１３日）をのぞいて、かかさず「赤旗日曜版」に織り込んでいただきました。ニュース記事をパンフレットにした「とびある記パンフ」や「議会報告パンフ」は２０種類、約１万部おくばりしたことになります。みなさんからいろいろな願いやお話をいただけるからできたことで
す。
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